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て、既存部品を寄せ集めれば多様な製品が出来るタイプとがある（Ulrich [1995]、Baldwin and 
Clark [2000]、藤本・武石・青島 [2001]、西村・森田 [200X]、青木・安藤 [2002]）。また、いわゆ
る「オープン・アーキテクチャ」とは、モジュラー型の一種で、インターフェースが業界レベルで標














































































































































































ビジネスレビュー（ＨＢＲ）に、「The Power of Product Integrity」という論文を掲載した。この論文で
私達は、統合型の製品開発の代表選手として本田など主に日本の自動車企業を分析し、製品統
合性（プロダクト・インテグリティ）の高い製品は統合的な組織からのみ生まれると論じた。その後
出版した単行本『製品開発力』（Product Development Performance）でも同様の主張をした。 
それからしばらくたった1997年、すでにハーバードビジネススクールの学長に就任していたクラ
ーク教授は、ボールドウィン教授と共著で、同じＨＢＲに「Managing in an Age of Modularity」を書い
た。そこで彼等は、製品をモジュラー化すること、つまり製品を構成する部品（モジュール）を機能
完結的に切り分け、つなぎ部分（インターフェース）を標準化することの威力を説いた。９０年の






























































































表１  製品と企業レベルにおける統合能力と選択能力の内容 
  組織能力の種類 























































































































による「日本企業研究プロジェクト」の中で、田中一弘氏（神戸大学）と共同で、2000 年 12 月に実
施した（延岡・田中、2002）。調査対象企業としては、東証一部上場企業の売上高上位 1000 社の
中から製造企業のみを選択した。結果として選ばれた 587 社へ質問票を郵送し、218 社から回答













表２  変数を測定した質問項目 





























表３  相関係数マトリクス 
平 均 1234
1 売上高営業利益率 4.4% 1.00
2 事業の不確実性 2.91 -0.15 1.00
3 オペレーション統合能力3.08 0.27 -0.10 1.00
4 事業の選択能力 3.10 0.22 -0.16 0.43 1.00  









表４  回帰分析（１）：売上高営業利益率（N=201） 
係数 ｔ 係数 ｔ 係数 ｔ 係数 ｔ
定数 3.01 -3.01 -1.22 -1.27
産業ダミー（14変数） - - - - -- --
オペレーション統合能力 0.02 3.04 *** 0.03 2.53 ** 0.01 0.47
事業の選択能力 0.02 2.82 *** 0.00 -0.07 0.04 2.61 **
調整済み R2 乗 0.27 0.37 0.40 0.33
産業のみ 全体（201社） 高（69社） 低（83社）
事業の不確実性
 







































図  事業の不確実性と選択能力の関係：電機・電子産業を例として 
事業の不確実性
事業の選択能力
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